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子どもに与えられた刀－津山市桑山
くわやま

３ 号墳出土鹿角装
ろっかくそう

短刀
たんとう

― 

～令和５年度企画展２「岡山県の刀剣－刀剣が語る古墳時代－」展示替えのお知らせ～ 

 

岡山県古代吉備文化財センターでは、現在企画展「岡山県の刀剣―刀剣が語る古墳時

代―」を開催しています。本展は、１４県共同調査研究事業「古墳時代の刀剣類」の成

果を紹介し、刀剣から分かる岡山県の歴史について紹介するものです。この度、資料保

護のため写真パネルで展示している桑山３号墳出土鹿角装短刀について、期間限定で実

物を展示いたします。 

桑山３号墳は当センターが令和元年度に発掘調査を行った古墳時代後期（６世紀中

頃）の直径約 10ｍの古墳です。この古墳では２回の埋葬が確認され、鹿角装短刀は古墳

の築造と同時に造られた箱式
はこしき

石棺
せっかん

で見つかりました。石棺内には２～４歳の子どもの人

骨が見つかり、鹿角装短刀２点や鉄
てつ

鏃
ぞく

束、たくさんの玉類
たまるい

など豪華な品々が納められて

いました。鹿角装短刀は岡山県内では珍しく、子どもの埋葬に多くの副葬品
ふくそうひん

が伴う例は

全国的にも極めて少ないため、古墳時代の子どもの地位や集団のあり方を考える上でと

ても重要な発見といえます。 

多くの方にご覧いただきたいので、報道をお願いいたします。 

 

 

記 

 

１ 展示期間  令和６年２月１０日（土曜日）～２月２５日（日曜日） 

        午前９時～午後５時 

（土日祝も開館） 

※資料保護のため、展示期間が短縮される場合があります。 

 

２ 展示場所  岡山県古代吉備文化財センター１階展示室（企画展コーナー） 

        岡山市北区西花尻１３２５－３ 

お 知 ら せ 



 

鹿角装短刀（全長 43.2cm） 

 

 

企画展ポスター 


